緑ほんの続きです。
緑ほんの１１３５ページをお願いします。
緑ほんの１１３５ページからは、要介護者等についての診療報酬です。
１１３７ページをお願いします。
別表第一の表の１を御覧ください。入院中の患者以外の患者であって、次のいずれにも該当しないものは診療報酬を算定できる旨を記載しています。入院中の患者は当然としまして、イの短期入所生活介護やロの施設サービスへ入所している利用者は、右の１から６に定める診療報酬を請求できません。

次に、緑ほんの１１５５ページをお願いします。
緑ほんの１１５５ページは、介護保険法の規定により給付を受けることができる場合については、医療保険からの給付は行われないこととされていますが、両保険の給付の調整に関する通知です。

緑ほんの１１６３ページをお願いします。
緑ほんの１１６３ページは、要介護被保険者等である患者に対して算定できる診療報酬点数表です。
例えば、グループホームに入居している患者はどの診療報酬を算定できるのか。左上の１、入院中の患者以外の患者の認知症対応型グループホームを縦に見ていきます。中央やや下の、在宅医療の看護・介護職員連携強化加算にバツが付いているため、当該診療報酬の算定ができないことが読み取れます。

次に、緑ほんの１１７９ページをお願いします。
緑ほんの１１７９ページは、これは、要介護認定を受けている利用者が、介護報酬上の療養管理指導費ではなく、診療報酬上の在宅患者訪問薬剤管理指導料を算定している事例が見受けられることから、居宅介護支援事業者等に対しての注意喚起です。

次に、緑ほんの１１８０ページをお願いします。
緑ほんの１１８０ページは、保険医が、特養等に配置されている医師である場合は、当該配置されている施設に入所している患者に対して行った診療については、介護報酬等において評価されているため、診療報酬の一部を算定できない取扱い事項です。

次に、緑ほんの１１８９ページをお願いします。
緑ほんの１１８９ページは、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく自立支援給付と介護保険制度との適用関係等についてです。
介護保険サービスが利用できる場合は、障害福祉サービスよりも介護保険サービスが優先されますが、一律に優先するものではありません。詳細は後にご確認ください。

次に、緑ほんの１１９５ページをお願いします。
緑ほんの１１９５ページからは、生活保護法による介護扶助の運営要領や、介護扶助と自立支援給付との適用関係等についてです。

次のページ１１９６ページをお願いします。
右側の中ほど、生活保護法第５４条の２第５項において準用する同法第５２条第２項の規定による介護の方針及び介護の報酬です。つまり、生活保護を受けている者に係る介護方針及び介護の報酬です。ここへは、利用者が選定する特別な居室の提供は行わないことや、特定入所者に対しては、基準費用額を超える食事又は居室の提供を行わないことと定めています。

ここで一度、音声を終了します。
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